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撮影場所：新宿駅南口周辺・表参道

天気：曇時々晴　　最高気温 18.8 度　　最低気温 11.4 度　　平均気温 14.6 度　
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調査結果
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調査結果

大分類 小分類中分類 着数 中分類構成比大分類構成比

トップス

カットソー

シャツ

ニット

合計 210 ー100.0％

無地カットソー
グラフィックカットソー

63 40.6％30.0％

ワンポイントロゴカットソー
32 20.7％15.2％

ボーダーカットソー
9 5.8％4.3％

総柄カットソー
5 3.2％2.4％

パーカ

カットソーカーディガン

2 1.3％1.0％

ポロシャツ
36 23.2％17.1％

合計

4 2.6％1.9％
4 2.6％1.9％
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7 36.9％3.3％
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2 10.5％1.0％

合計 19 100.0％9.1％
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調査結果
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コート

コートの着用者は、211 名中 5名
のみで非常に少数だった。

ロングコートは 2名のみで 3名は
ハーフコートが着用されていた。

ベージュやブラウンのコットン素
材コートが多かったが、エコレ
ザーのブラックコートの着用者も
見られた。

・

・

・
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ブルゾン

ジャケットの着用者は 80 名で、全
体の 37.9% の人がジャケットを着
用していた。

ジャケットの中で最も多く着用され
ていたアイテムが、ブルゾンでジャ
ケットの29.4%の着用となっていた。

フロントジップのブルゾンやMA1
などのミリタリーテイスト、ドリズ
ラータイプのジャケットなどさまざ
まなブルゾンが着用されていた。

素材は、ナイロンが中心だが、綿
素材のブルゾンも見られた。

MA1タイプでは、カーキなどのミ
リタリーカラーの着用が見られた。
そのほかでは、ブラックが多く着用
されていた。

ワイドパンツのコーディネートはほ
とんど見られず、スリムパンツやス
トレートシルエットのパンツが着用
されていた。

・

・

・

・

・

・
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デザインブルゾン

ブルゾンでは無地が中心だった
が、スタジアムジャンパーなど、
デザイン性の高いブルゾンの着用
も見られた。

ブロッキング、ワッペン、刺繍な
どのテクニックが使用された、ポッ
プなカラー使いのブルゾンが多く
見られた。

・

・
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テーラードジャケット

ジャケットでは、ブルゾンジャケット、
テーラードジャケット、シャツジャ
ケット、デニムジャケットの4アイテ
ムの着用率が 10% 以上で、4アイ
テムの合計で 74%となっていた。

テーラードジャケットは着用率 2位
だった。

上段のブラックテーラードと下段の
その他のカラーのテーラードに大き
く分かれていた。

ブラックのテーラードジャケットの場
合、インナーやパンツもブラックを
着用した、ブラックのワントーンコー
ディネートが多く見られた。

その他のカラーの場合は、コットン素
材やウール素材のほか、プリント素材
や先染めチェック素材も着用されていた。

ルーズシルエットのテーラードジャ
ケットは見られず、比較的にコンパ
クトなシルエットのテーラードジャ
ケットが着用されていた。

・

・

・

・

・

・
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シャツジャケット

2022年春の調査時に最も多くの着
用が見られたアイテムがシャツ
ジャケットだったが、今回の調査
では3番目の着用率となっていた。

インナーには、カットソーのク
ルーネック Tシャツが多く着用さ
れていたが、パーカやハイネック
の着用も見られた。

無地のほか、先染めチェックの
シャツジャケットが多く着用され
ており、少数ではあるがレオパー
ド柄の着用も見られた。

カラーは、ブラックやブラウン系
カラーが多く着用されていた。

CPO タイプのフラップポケット
付きのシャツジャケットなどは少
なく、カバーオールタイプのデザ
インが多く着用されていた。

・

・

・

・

・
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デニムジャケット

デニムジャケットの着用率は 4位
で 11.7%だった。

ハードな加工の施されたデザイン
はなく、ジージャンタイプをはじ
め、比較的シンプルなデニムジャ
ケットが多く見られた。

パンツにもデニム素材を着用した、
デニムコーディネートも複数見ら
れた。

デニムカラーはライトブルーから
濃色のインディゴブルーまで様々
な濃度のデニムが着用されていた。

・

・

・

・
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スリーブレスジャケット

セットアップ

スリーブレスのベストやジレタイ
プのデザインジャケットの着用者
が 3名のみだが見られた。

トレンド面での注目度は高まって
いることから、2023 年春以降、
ユーティリティベストなども含め
て増加の可能性があると思われる。

・

・

2022年春の調査時には7名の着用
が見られたセットアップだが、今
回は 2名のみの着用となっていた。

ネイビー、ブラウンの無地が着用
されていた。

素材はコットンやポリエステル素
材が着用されていると思われた。

・

・

・
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そのほか着用者はわずかだが、マ
ウンテンパーカやボアジャケット、
レザージャケット、トグル釦付き
カジュアルジャケットなどが着用
されていた。

レザージャケットはコレクション
でも注目アイテムとなっており、
2023 年に向けても可能性のある
アイテムであると考えられる。

・

・

その他のジャケット
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無地カットソー①

トップス全体の着用率は、カット
ソー 73.8%、シャツ 17.1%、ニット
9.1%であった。このことからカット
ソーの着用率が非常に高いことが
分かった。また、同時期に調査を
行ったヤングの場合は、カットソー
72.9%、シャツ18.9%、ニット8.2%
という結果だったことから、メンズ
の場合年代による着用率に違いは
ほとんど見られなかった。

カットソーの中で最も多く着用され
ていたアイテムは、無地のクルー
ネックTシャツやスウェットだった。

インナーアイテムとしての着用も多
く、シャツジャケットやテーラード
ジャケットなどさまざまなアウター
のインナーとして着用されていた。

カラーはホワイトが多く、次いでブ
ラックが多く着用されていた。

30、40 代でもインナーにニットを
着用する人は減少し、カットソーを
着用する人が増えていると思われる。

・

・

・

・

・
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無地カットソー②

カットソートップスをインナー着
用する人が多かったが、シンプル
なスウェットや長袖 Tシャツを単
品トップスとして着用する人も多
かった。

カラーはホワイトのほか、トップ
グレーやベージュ、ブラックなど
が多く着用されていた。

一部、袖配色のヴィンテージ調や
半袖でインナーに長袖 Tシャツを
重ねる、袖レイヤードの着こなし
なども見られた。

ヤングでも同様であったが、無地
のカットソーの場合、ワイドパン
ツなどとのコーディネートは少な
くスリム系パンツが多く着用され
ていた。

・

・

・

・
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グラフィックカットソー

無地のカットソー着用者 63 名に
対してグラフィックプリントを施
したスウェットなどの着用者は約
半数の 32 名となっていた。。

ストリート系などのハードなグラ
フィックの着用は少なく、タイポ
グラフィ―やポップなイラスト、
カレッジ系ロゴなどが多く着用さ
れていた。一部、総柄プリントも
見られた。

カラーは、ホワイト、ブラック、
トップグレーなどが多く、ビビッ
ドなグリーンの着用も見られたが
少数派だった。

グラフィックプリントが施された
スウェットなどの場合は、ボリュー
ムのあるワイドパンツの着用も見
られた。

・

・

・

・
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ワンポイントロゴカットソー

ボーダーカットソー

無地ベースにフロントセンターや
胸元にブランドロゴなどのワンポ
イントのロゴ刺繍などを施した
カットソーの着用も見られた。

大半がホワイトやブラックなどの
ベーシックカラーだっった。

シンプルなクルーネックのほか、
ハーフジップの襟付きやカンガ
ルーポケット付きのキーネックな
どデザインものの着用も見られた。

・

・

・

ヤングでは2名のみだったボーダー
Tシャツの着用者だが、アダルトで
は5名の着用が見られた。ベーシッ
クなボーダーのほか、ワイドピッチ
のボーダーも着用されていた。

2022 年春の調査におけるボーダー
Tシャツの着用者は7名であり、大
きな変化は見られなかった。トレン
ドアイテムではないのでベーシックアイ
テムとして定着していると考えられる。

・

・
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パーカ①

パーカ着用者は36名で、カット
ソー着用者の 23.2%という結果
で多くの着用が見られたアイテ
ムとなった。

パーカでもベーシックカラーが
多く着用されていたが、他のア
イテムと比較すると、オレンジ
やレッド、グリーンなどのカラー
パーカの着用が目立っていた。

ルーズシルエットのプルオー
バータイプが多かったが、フロ
ントフルジップの前開きパーカ
も一定の着用が見られた。

・

・

・
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パーカ③

パーカでは無地が多かったが、胸
元にワンポイントのプリントやロ
ゴ刺繍を施したデザインの着用も
見られた。

カラーはブラックのほか、グレー
やミディアムトーンのグリーンな
どのカラーも着用されていた。

・

・

パーカではワンポイントのほか、
タイポグラフィープリントや袖に
プリントを施したデザインパーカ
などの着用も見られた。

トップグレーやベージュ、ブラッ
クなどのベーシックカラーのほか、
グリーンなどのトラディショナル
カラーの着用も見られた。

・

・

パーカ②
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ポロシャツ

その他のカットソー

4名のみだが、ポロシャツの着用
が見られた。

単品トップス、インナーの両方の
着用が見られ、ブラックが多かっ
た。

1点のみだが、ボディを総柄、袖
に無地を使用したデザインポロの
着用も見られた。

・

・

・

そのほか、カットソー素材を使用
したカーディガンや大胆な柄物の
カットソーの着用も見られた。

カーディガンに関しては前年まで
はニット多く、カットソーはほと
んど見られなかったが、今シーズ
ンは、メンズ、レディースともに
カットソーカーディガンの着用者
が増加傾向にある。

このような背景から、2023 年春物
以降、カットソーカーディガンが
増加する可能性があると思われる。

・

・

・
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無地シャツ①

無地シャツ②

シャツは、トップス全体の 17.1%
の着用率だった。

着こなしとしては、ジャケットや
カーディガンなどのインナーとし
ての着用と、単品トップスとして
の着用の 2つの着こなし方が見ら
れた。

インナー着用では、ウエストイン
の着こなしはほとんど見られず、
ウエストアウトでレイヤードの着
こなしが多く見られた。

・

・

・

単品トップスとしての着用では、
フロントを釦できちんと止めてい
る着こなしと、インナーに Tシャ
ツを着用して、羽織アイテムとし
てシャツを着用している場合の 2
通りの着こなしが行われていた。

シルエットはゆったりとしたルー
ズシルエットが多く見られた。

カラーは、レッドなどのカラーシャ
ツも見られたが、ホワイトやブルー
系カラーが多く、ダンガリー素材
のシャツも着用されていた。

・

・

・
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柄シャツ

無地のシャツ着用者 24 名に対し
て、柄物のシャツ着用者は 11 名
という結果だった。

チェックが多く着用されており、
続いてストライプが着用されてい
たが、一部、パネル柄プリントな
どのデザイン性に富んだシャツの
着用も見られた。

・

・
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無地ニット

ニットカーディガン

ニットの着用率はトップス全体の
9.1%で、カットソーやシャツと比
較して少数だった。

ジャケットインのハイゲージニッ
ト、単品トップスとしてのミドル
ゲージニットなどが着用されてい
た。

ニットプルオーバーはカットソー
と比較すると、ハイネックやター
トルネックが多く着用されていた。

・

・

・

ニットではカーディガンもプルオー
バー同様多くの着用が見られた。

ブラックなどのベーシックカラー
も見られたがブラウンやグリーン
などのカラーカーディガンが着用
されていた。

カーディガンは無地に加え、チェッ
クやアーガイル、ダイヤ柄などの
インターシャニットも着用されて
いた。

・

・

・
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その他のニット

柄ニットはカーディガン以外に、
プルオーバーやニットベストでも
着用が見られた。

プルオーバーではモノトーンのグ
ラデーションボーダーやランダム
ボーダーなどのボーダーニットが
見られた。

ニットベストでは、ほつれテク
ニックを使ったグランジ調ニット
ベストやジャカードボーダーの柄
ニットベストが着用されていた。

・

・

・
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スリムパンツ①

スリムパンツは春の調査同様、最
も着用者が多く 26.3% が着用し
ていた。

カラーはブラックが最も多く、他
のカラーと比較するとストレッチ
性の高いスキニーパンツの着用者
が多く見られた。

トップスには様々なアイテムが
コーディネートされていたが、全
体的にルーズシルエットやボリュー
ム感のあるアイテムが着用されて
いた。

・

・

・

23



スリムパンツ②

スリムパンツではブラックの着用
者が多かったが、そのほかのカラー
では、ベージュやサンド、キャメ
ルなどのブラウン系カラーが多く
着用されていた。素材は、コット
ンのチノやツイルなどが多く着用
されていた。

そのほか、グレーやカーキなどの
スリムパンツの着用も見られた。

少数ではあるが、先染めチェック
のスリムパンツも着用されていた。
素材は薄手の梳毛素材が着用され
ていたと思われる。

・

・

・
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デニムパンツ①

スリムパンツに次いで多く着用さ
れていたのがデニムパンツで、全
体の 25.5%の着用率だった。

スリムパンツとデニムパンツの合
計で着用率は 50%を越えており、
多くの人がこのいずれかのパンツ
を着用していることが分かる。

デニムパンツにおいても様々なシ
ルエットのパンツが着用されてい
たが、デニム以外のパンツ同様、
スリムシルエットのデニムパンツ
が最も多く着用されていた。

ウォッシュ加工などが施されたラ
イトブルーカラーのデニムの着用
も見られたが、比較的濃色のイン
ディゴカラーの着用が多く、その
他ブラックデニムなどの着用も見
られた。

90年代ヴィンテージなどで注目さ
れた、クラッシュデニムなどの着
用は、わずかだった。

・

・

・

・

・
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デニムパンツ②

デニムパンツで、2番目に多くの
着用者が見られたのが、ストレー
トシルエットのデニムパンツだっ
た。ワイドストレートは少なく、
スリムストレートシルエットの着
用者が多かった。

スリムシルエットのデニムパンツ
同様、ライトブルーデニムよりも
濃色のデニムが多く、後加工も比
較的に少なかった。

・

・
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デニムパンツ③

デニムパンツ④

トレンド面で注目度が高まっている
ワイドシルエットのデニムパンツ着用
者も見られた。

ヤングでの着用者が20名であったの
に対し、アダルトでは12名であったこ
とから、ワイドパンツはY2Kの影響
やストリート系の要素があるためにア
ダルトの着用は少ないと思われた。

スリムシルエットやストレートシル
エットのデニムパンツでは少なかっ
たウォッシュ加工が施されたライト
ブルーカラーも多く着用されていた。

・

・

・

着用者は少なかったが、さまざま
な後加工を施したデニムパンツの
着用者も見られた。

クラッシュデニムなど継続して着
用されていたタイプも見られたが、
ファスナーアクセントやグラデー
ションペイント、グラフィカルな
モチーフプリントなどが新鮮だった。

・

・
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その他のデニムパンツ

着用者は少なかったが、ウエスト
～ヒップにゆとりがあり、裾がス
リムになっているテーパードシル
エットのデニムパンツの着用も見
られた。

・
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ストレートパンツ

ストレートシルエットのパンツ着
用者は 32 名で 3番目に多い着用
者数で、着用率は 15.2%だった。

ストレートシルエットは中庸的な
シルエットであるため、さまざま
なトップにコーディネートできる
ことから、高い着用率になってい
ると思われる。

カラーはブラックが多いが、さま
ざまなディープトーンのカラーパ
ンツも着用されていた。

素材は、カジュアルなコットン素
材からドレープ性のある合繊素材
まで、さまざまな素材が着用され
ていた。

・

・

・

・
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テーパードパンツ

テーパードパンツは 4番目に着用
者が多く、24 名が着用していた。
ここまでに登場したスリムパンツ、
デニムパンツ、ストレートパンツ、
テーパードパンツの 4アイテムま
でが着用率が 10%以上のアイテム
で、4アイテムの着用率の合計は
82%という結果だった。

カラーはブラックが多くその他、
ホワイトやブラウンなどが着用さ
れていた。無地が非常に多いが、
迷彩柄などの柄物のパンツの着用
も見られた。

大半がフルレングスだったが、一
部、カットレングスのテーパード
パンツも着用されていた。

素材は適度な分量感があることか
ら、ソフトな梳毛タイプが見られ、
その他ではコットン素材が着用さ
れていたが、エコレザーの着用者
も見られた。

・

・

・

・
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ワイドパンツ

春の調査では 22 名の着用が見ら
れたワイドパンツであったが、今
回の着用者は 12 名と減少してい
た。

Y2K トレンドの影響などから、一
時的に増加したワイドパンツもや
や落ち着きを取り戻してきたかと
思われる。

カラーはブラックが多く、素材は
テーパードパンツと同じく、ド
レープ性のある梳毛タイプの素材
や合繊素材、カジュアルなコット
ン素材、少数であるがエコレザー
素材などが着用されていた。

・

・

・
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カーゴパンツ

カーゴパンツは春の 7 名から 12
名に着用者の増加が見られた。背
景には、コレクションでの注目度
が高まっている点や、店頭でカー
ゴパンツを展開するブランドが増
えている点があると思われる。

カラーは、カーゴパンツでもブ
ラックが多いが、カーキなどのミ
リタリーカラーも多く着用されて
いた。

シルエットは、ワークやミリタ
リーテイストが多いためにルーズ
なシルエットが中心となっている
が、ブラックなどでタウンユース
のモード系スタイルではスリムス
トレートも着用されていた。

・

・

・
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ジョガーパンツ

その他のパンツ

ジョガーパンツも毎回登場するア
イテムであるが、今回も 9名の着
用が見られた。

スポーツブランドのロゴ入りやラ
インアクセントの施されたジョ
ガーパンツが着用されていた。

グレーやブラックなどのベーシッ
クカラーのほか、レッドやグリー
ンなどのスポーティーなカラーも
見られた。

・

・

・

着用者はわずかだが、フレアシル
エットのパンツ着用者とショート
パンツの着用者も見られた。

・
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BAG

ボディバッグトートバッグ

リュック ショルダーバッグ

リュック　               63　　42.8％

トートバッグ　　  23　　22.9％

ショルダーバッグ　　  38　　24.0％

ボディバッグ　　           11　　10.3％
合計　135
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SHOES HAT&CAP

MASK

ベースボールキャップ バケットハット ニットキャップスニーカー

その他

ホワイト カラーブラック

スニーカー　　146　　69.2％
その他　　　　  65　　30.8％
(ローファー、トレッキングブーツ、レースアップブシューズなど）

ベースボールキャップ　25

バケットハット　 　　   6

ニットキャップ　4

キャスケット　　1

合計　36

ホワイト　102    48.3%
ブラック　  55    26.1%

ノーマスク　38    18.0%
カラー 16 7.6%

合計　211

合計　211
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ffi
本資料は貴社業務の参考資料としての活用に
限定し、社外秘資料として管理して下さい。



テーラードコート ステンカラーコート ダッフルコート ブルゾン

ブルゾン

テーラードジャケットブルゾン
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シャツジャケットテーラードジャケット

デニムジャケット

デニムジャケット フードジャケット

シャツジャケット
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ミリタリージャケット スリーブレスジャケット ジャケットセットアップレザージャケット ボアジャケット

トグルボタンジャケット
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無地カットソー

無地カットソー

無地カットソー
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無地カットソー

無地カットソー

無地カットソー グラフィックカットソー
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グラフィックカットソー

グラフィックカットソー

ワンポイントロゴカットソー ボーダーカットソー

ワンポイントロゴC＆S
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ボーダー C＆S 総柄カットソー

パーカ

パーカ

パーカ
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パーカ ポロシャツ カットソーカーディガン

無地シャツ 柄シャツ

無地シャツ

無地シャツ
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ニットカーディガン無地ニット

無地ニット柄シャツ ワンポイントシャツ

ニットカーディガン 柄ニットプルオーバー ニットバスト
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スリムパンツ

スリムパンツ

スリムパンツ
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スリムパンツ

スリムパンツ

スリムパンツ デニムパンツ
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デニムパンツ

デニムパンツ

デニムパンツ
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デニムパンツ

ストレートパンツ

ストレートパンツ

ストレートパンツ
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ストレートパンツ

テーパートパンツ

ワイドパンツ

テーパートパンツ

テーパートパンツ
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ジョガーパンツ

ワイドパンツ

フレアパンツ ショートパンツ ジャケットセットアップ

ジョガーパンツ

カーゴパンツ

カーゴパンツ
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